
 

定例記者発表次第 

 
 

日時／令和４年９月 27 日（火） 
    14 時 00 分 開始予定 
会場／矢板市役所 第一委員会室 

 
 
１ 開会 
 
 
２ 記者発表案件 
（１）矢板市地域おこし協力隊（林業振興）員の募集について（農林課） 
 
（２）イケポス池田キッズハウス（矢板市子ども未来館）の２階学習室の利用時間の 

延長について（子ども課） 
 
 
３ 資料提供 
（１）矢板市の SNS 情報発信の現状について（秘書広報課） 
 
（２）矢板市マイナポイント出張サポートについて（市民課） 
 
（３）地元産材活用支援事業（地産地消給食）の実施について（農林課・教育総務課） 
 
（４）矢板市小学生イングリッシュイベントの開催について（教育総務課） 
 
４ 質疑応答 
 
 
５ その他 
 
 
６ 閉会 
 
 
 
 
◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

 
記者発表予定  令和４年 10 月 21 日（金）10 時 30 分～ 第一委員会室 



様式第 9 号 

記者発表資料 

                   
令和４年 ９月２７日（火）発表・提供 

件  名 矢板市地域おこし協力隊（林業振興）員の募集について 

(説明文) 
 地域おこし協力隊員として、矢板市内の森林の整備と保全及びスギ・ヒノキの忌
避剤の原料となる辛富士（激辛とうがらし）の試験栽培や収穫・乾燥、生産体制の
整備等を進めていただく方を次のとおり募集します。 
 
１ 募集内容 
 添付資料のとおり 
 
２ 募集人数 
 １名 
 
３ 募集期間 
 令和４年９月２７日（火）から令和４年１１月３０日（水） 
 （該当者不在の場合は再延長あり） 
 
４ 隊員の委嘱及び活動開始日 
 令和５年１月４日 
（着任日は隊員の都合により変更可） 

 
５ 募集方法 
 市ホームページへ掲載 
 

担 当 課 ・ 担 当 名 農林課 林政担当 

担  当  者  名 副主幹 市川 貴大 

電  話  番  号 0287-43-6210 内線電話番号 4120 

 



 
栃木県矢板市地域おこし協力隊（林業振興：スギ・ヒノキの忌避剤関係）募集要項 

 
 矢板市は県内屈指の優良な林業先進地で、全国有数の大型製材工場が立地するとともに、林業従事
者への支援が充実しています。一方、近年矢板市内の森林は新植した人工林が少なく、偏った齢級構
成となっており、管理が不十分な森林も増加しており、植栽や下刈りを担う人材も不足しています。
また、近年植栽したばかりのスギ・ヒノキがシカ等により食害を受けるといった被害がみられるよう
なっています。 
 そこで新たに矢板市内の森林の整備と保全のみならず、スギ・ヒノキの忌避剤の原料となる辛富士
（激辛とうがらし）の試験栽培や収穫・乾燥、生産体制の整備等を進めてくださる地域おこし協力隊
員を募集します。 
 
１．活動内容 
 ①スギ・ヒノキの忌避剤の原料となる辛富士（激辛とうがらし）の試験栽培や収穫・乾燥、生産体

制等の整備に係る活動 
 ②市有林や市管理林道、市受託山林等の管理活動、その他林業振興全般に係る業務 
 ③林業・木材産業成長化推進協議会の構成団体等における研修 
 ④農山村振興関連の地域活動への支援 
 ⑤農山村での事業継承の調査活動 
 
２．募集対象 
 ①３大都市圏をはじめとする都市地域等に居住している方で、任用後に矢板市に住民票を異動して
居住し活動できる方（地域要件については総務省の地域おこし協力隊員の要件に準じる） 
 ②心身ともに健康で、地域の活性化に意欲と熱意があり、地域住民とともに積極的に取り組む意思
のある方 
 ③普通自動車運転免許をお持ちの方又は着任までに取得予定の方 
 ④パソコンの一般的な操作ができる方 
 ⑤任期終了後も継続して矢板市へ定住する意思のある方 
 
３．募集人数 
 １名 
 
４．勤務地（活動地域） 
 矢板市内全域 
 
５．勤務日数、時間 
 活動日数 原則週 4日勤務（月１２４時間） 
 活動時間 原則 8時 30分から 17時 15分まで（1 日 7時間 45分） 
  ※時間外勤務・休日勤務は振替対応とします 
 
 



６．雇用形態・期間 
 任用形態 市の会計年度任用職員（パートタイム）として任用 
 委嘱期間 任用日から 1年とし、活動実績等を踏まえ最長 3年まで更新できます。ただし、協力隊

員としてふさわしくないと判断した場合には、委嘱期間中であっても委嘱を取り消すこ
とがあります 

 
７．給与 
 月額 166,000 円（期末手当は勤務状況に応じて支給します） 
  ※健康保険・厚生年金・雇用保険の加入あり 
 
８．待遇・福利厚生 
 休暇   年次有給休暇、特別休暇 
 住居   各自準備（相談あり） 
 活動経費 活動に必要な消耗品費や研修旅費等は、市が予算の範囲内で補助 
 副業   勤務時間外の副業可能。ただし、事前届出が必要で、公序良俗に反する副業は不可とし 

ます 
 企業支援 最終年次又は任期終了翌年度において矢板市内で起業する場合には、最大 100万円を補 

助します 
 
９．申込受付期間 
 令和 4年 9月２７日～(採用決定まで) 
 
１０．審査方法 
 応募方法 郵送、持参 
 提出書類 履歴書（市販のもの） 
      作文（Ａ４サイズで書式自由。パソコンでの作成可） 
       ※「矢板市の林業振興（特にスギ・ヒノキの忌避剤）関連の地域おこし協力隊として

できること、やりたいこと」という題名で 1,000 文字程度の作文を作成してくだ
さい 

 選考方法 第 1次選考 
       書類選考の上、結果を応募者全員に文書で通知します 
      第 2次選考 
       第 1 次選考合格者を対象に面接試験を行います。日時及び会場等の詳細については、

第 1次選考結果の通知の際にお知らせします。第２次選考結果は、文書で通知します。 
 問い合わせおよび応募書類提出先 
      矢板市農政課林政担当 
       〒329-2192 栃木県矢板市本町 5番 4号 
       電話 0287-43-6210  FAX 0287-44-3324 
              E-mail nourin@city.yaita.tochigi.jp 
       ※直接お持ちになる場合の受付時間は、土日祝日を除く 8：30～17：15です 
 

mailto:nourin@city.yaita.tochigi.jp


１1．備考 
 矢板市ホームページ https://www.city.yaita.tochigi.jp 
 応募、選考に係る費用はすべて応募者の自己負担となります 
 提出された応募書類は返却いたしません 
 応募により知り得た個人情報については本募集業務のみに使用し、その他の用途には使用しません 
実施結果に係る問合せには一切応じません 
2名はすでに着任済で、一緒に活動していただきます 

https://www.city.yaita.tochigi.jp/


様式第 2 号 

記者発表資料 

                   
令和４年９月 27日（火）発表・提供 

件  名 
イケポス池田キッズハウス（矢板市子ども未来館）の２階学習室の

利用時間の延長について 

（説明文） 

イケポス池田キッズハウス（矢板市子ども未来館）の２階学習室の利用時間を延長

します。 

１ 目的（趣旨） 

令和４年６月15日から令和４年７月27日までの期間にイケポス池田キッズハウ

ス（矢板市子ども未来館）で本市の公共施設のあり方を検討する上での基礎資料と

すること及び市民の意向等の把握を行うことを目的にアンケート調査を実施いた

しました。このアンケート調査結果により、２階学習室の利用時間の延長を求める

声もあり、その体制が整ったため、試験的にイケポス池田キッズハウス（矢板市子

ども未来館）の２階学習室の利用時間を延長します。 

来年度以降については、２階学習室の利用者の状況により判断いたします。 

２ 延長期間日時等 

利用時間延長期間 令和４年 10月 1日から令和５年３月 31日 

利用時間 午前９時から午後７時 45分まで（２時間延長） 

３ 場所 

 イケポス池田キッズハウス（矢板市子ども未来館）の２階学習室 

 ※１階のこどもの広場は使用できません。 

４ 利用方法 

 学習室利用は、学校が終わった後でも学習ができ、持参いただいたパソコンの利

用もできます。 

予約受付によります。（当日は電話予約） 

学習室の予約申込みは、イケポス池田キッズハウス（矢板市子ども未来館）のホ

ームページの施設予約から又はイケポス池田キッズハウス（矢板市子ども未来館）

へ電話で直接申込みください。 

午前 予約枠６名+当日枠６名 最大 12名 

午後 予約枠６名+当日枠６名 最大 12名 

※当面の間、利用者人数を制限し、予約受付としています。 

 



５  その他 

 予約申込みについてのお問い合わせ 

イケポス池田キッズハウス（矢板市子ども未来館） 

 電話 0287-43-0505   

 

 

 

 

 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担 当 課 ・ 担 当 名 子ども課子育て支援担当 

担  当  者  名 吉田 佐江子 

電  話  番  号 0287-44-3600 内線電話番号 3330 

 



様式第 2 号 

記者発表資料 

                令和４年９月 27 日（火）提供  

件  名 矢板市の SNS 情報発信の現状について 

（説明文） 
 市の SNS 情報発信の現状について、下記のとおりまとめましたので、提供いた
します。 
１ SNS 発信の目的 
 昨年度に実施した「広報に関するアンケート調査」によると、40 歳代以上の方
については、広報やいたや市ホームページにより、市政情報を得ているが、40 歳
以下の方は、インターネットや SNS を通じて市政情報を得ていることが分かった。 
 また、総務省の令和３年度情報通信白書によると、40 歳代以下の世代について
は、「Twitter」「Instagram」が顕著に伸びている。そのため、9 月 1 日から今まで
の情報発信に「Instagram」を加え、40 歳代以下の情報発信を充実させて、世代間
で抜け目ない情報発信の充実を行っていくものである。 
２ SNS 等登録者数の現状 

種類 登録者数（9 月 21 日現在） 

Instagram（yaita_city_official） 343 人 

YouTube（栃木県矢板市） 449 人 

Twitter（矢板市公式） 3,484 人 

Twitter（ともなりくん） 767 人 

LINE（やいこみゅ） 4,944 人 

Facebook（矢板市長 齋藤淳一郎） 255 人 

市公式アプリケーション（やいたぶ） 4,654 人 

３ その他 
 Instagram については、「＃yaitagram」を入れて投稿していただくと、抽選で賞
品があたるキャンペーンを実施しています。 
※提供資料の有無：有（別添のとおり） 

担 当 課 ・ 担 当 名 秘書広報課 秘書広報担当 

担  当  者  名 杉山 太郎 

電  話  番  号 0287-43-3764 内線電話番号 1310 

 



YouTube Twitter

LINE Facebook

チャンネル栃木県矢板市

「 ともなりくん」
公式アカウント

栃木県矢板市
公式アカウント

やいこみゅ

　ともなりくんがツイー
トするアカウントナリよ。
とちキャラーズにも会
えるかも！？フォローよ
ろしくナリ！

市政情報、 イベン
ト情報、 観光情報、
災害情報等の発信
をしています。

配信内容
　・休日当番医（毎週休前日）
　・市からのお知らせ（毎月9、 19日）
　・まちの情報掲示板（毎月10、 20日）

アカウント名は「やいこみゅ」。 矢
板市と市民とを結ぶコミュニケーショ
ンとコミュニティのツールとしてご活
用いただくことを目的としてこの名前
にしました。

矢板市長
齋藤　淳一郎

Facebook では、 市長目線で矢
板市の出来事を発信中。 どこよりも
詳しくホットニュースが満載です！

Instagram

市の魅力や役立ち情報などを発信中！
　・とちテレイブ 6+「やいた大好き」
　・子育て支援「ふぁみはぐ」
　・市民ライター動画「ヤイタライフ」

など

yaita_city_official

2022 年９月よりスタート！  「 矢板
市！遅ればせながらインスタグラ
ム始めましたキャンペーン」 開催
します。

主な機能
・最新お知らせのプッシュ配信　
・イベント情報カレンダー
・子育て支援（ ママほっとメール、

みらいっ子通信など）
・ゴミ収集カレンダー

やいたぶ
矢板市公式アプリケーション

follow me



様式第 2 号 

記者発表資料 

                   
  令和４年９月２７日（火）発表・提供 

件  名 矢板市マイナポイント出張サポートについて 

（説明文） 

マイナンバーカード利用促進とマイナポイント普及促進のため、市職員が市内の企業や地域

団体等に出張して、保険証利用登録、公金受取口座登録及びマイナポイントの取得をサポート

する。 

 

１ 対象団体  矢板市内に事業所・事務所を置く企業や地域団体等（行政区、コミュニティ

団体等）で５名以上の希望者がいる団体 

         

2  実施日時  10月 11 日（火）から 1 月 31日(火)まで 

平日９時から 16 時 

 

３ 場所    申込団体の指定する場所 

 

４ 職員体制  市民課職員２～３名 

 

５ その他   申込が可能な方の要件 

⑴ 令和４年１２月末までに申請したマイナンバーカードの交付を受け

ていること。 

⑵ マイナンバーカードに有効な利用者証明用電子証明書が搭載されて

いて、暗証番号（数字４桁）を正確に入力できること。 

 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担 当 課 ・ 担 当 名 市民課 市民・年金担当 

担  当  者  名 笹沼 和弘 

電  話  番  号 ４３－１１１７ 内線電話番号 2210 

 



矢板市マイナポイント出張サポート実施要領 

 

 矢板市では、マイナポイント普及促進のため、市職員が市内の企業や地域団体等に出張して、

保険証利用登録、公金受取口座登録及びマイナポイントの取得をサポートします。 

 必要な端末等をお持ちでない方やご自身での申込みが困難な方で、平日、市役所にお越しいた

だくことができない場合でも職場等でお申し込みいただけます。 

 

１ 対象団体 

 ⑴ 矢板市内に事業所・事務所を置く企業等 

 ⑵ 矢板市内の地域団体等（行政区、コミュニティ団体等） 

 

２ 実施日時 

 平日午前９時から午後４時までの間で実施日時を調整します。 

（マイナポイント申込期限は令和５年２月末までです） 

 

３ 申込条件 

 以下の条件に承諾の上、事前に「マイナポイント出張サポート申込書（別記様式）」を提出して 

いただきます。 

 

【企業・地域団体の要件】 

 ⑴ 申込希望者が５名以上であること（市内在住者、市外在住者を問いません）。 

 ⑵ 申込団体において実施会場、机、椅子等の備品及び本市が持参するＰＣ等の電源の準備が

できること。 

 ⑶ 申込希望者へ当日必要なもの等を事前に案内できること。 

 

【申込みが可能な方の要件】 

⑴ 令和４年１２月末までに申請したマイナンバーカードの交付を受けていること。 

⑵ マイナンバーカードに有効な利用者証明用電子証明書が搭載されていること。 

⑶ 利用者証明用電子証明書の暗証番号を正確に入力できること。 

 

４ 申請当日に必要な書類 

 ⑴ マイナンバーカード 

⑵ 公金受取口座として登録する本人名義の口座情報が分かるもの（預金通帳、キャッシュカ 

ード等） 

 ⑶ マイナポイントの取得に必要な決裁サービス毎のカード番号やアカウント等が確認できる 



もの（電子マネーのカードや決裁アプリがインストールされたスマートフォン等） 

 

５ 実施までの流れ 

 ⑴ 各団体において申請希望者を募集してください。 

 ⑵ ５名以上の申込希望者が集まったら、「マイナポイント出張サポート申込書（別記様式）」

をご提出ください。（実施希望日の１５日前までに提出をお願いします。）。 

 ⑶ 市から申込団体ご担当者様へ連絡し、日程を調整します。 

 ⑷ 申込団体ご担当者様は、申込希望者に日程及び必要書類等を周知してください。 

 ⑸ 市職員が申込団体の指定する会場に伺い、申込みをサポートします。 

 

附 則 

 この要領は、令和４年９月１日から施行する。 

附 則 

 この要領は、令和４年９月２０日から施行する。 

 



U0806
テキストボックス
１２月末





記者発表資料 

 令和４年９月２７日（火）発表・提供 

件  名 地元産材活用支援事業（地産地消給食）の実施について 

１ 目 的 

 矢板市内で生産されている農畜産物を市立小中学校の学校給食に使用するこ

とで、新型コロナウイルス感染症により影響を受けた地元産農畜産物の消費拡

大を図り生産者の支援を行うとともに、市内小中学生に地元産品の良さを再認

識する食育の場を提供します。 

２ 対 象 

  市立小中学校給食 約２，３００食／日  

（市内４箇所の学校給食共同調理場） 

３ 実施日及び地産地消メニュー 

  ・１０月１９日（水）実施校：矢板小、東小、川崎小、片岡小、乙畑小、 

安沢小、片岡中 

（※１９日は、安沢小にて１２：１０～１３：１５ 取材対応可能です） 

  ・１０月２０日（木）実施校：泉小、矢板中、泉中  

・１０月２６日（水）実施校：市立全小中学校 

１９日、２０日は、矢板市内の生産者が丹精込めて育てた「とちぎ和牛」を

メインメニューの「カルビ焼き」、ねぎと乾燥きくらげを「トックスープ」に使

用予定です。２６日は、「和豚
わ と ん

もち 豚
ぶ た

」をメインメニューの「生姜焼き」で使

用予定です。 

４ その他 

本事業は令和２年度から引き続き実施しており、９月の学校給食では７日

（水）、１３日（火）、３０日（金）に菌床しいたけ、きゅうり、ナス、ねぎ、

ピーマン、みそ、生きくらげを提供しました。引き続き２月まで矢板市産の牛

肉、豚肉、野菜などの提供を予定しています。 

学校給食で使用する矢板市産の農畜産物は、道の駅やいた農産物直売所から

納入することで、地元産農畜産物の消費拡大及び地産地消の推進を図ります。 

※提供資料の有無：有・無 

担 当 課 ・ 担 当 名 農林課整備振興担当、教育総務課学校教育担当 

担  当  者  名 大谷津 公美子、前野 秀明 

電  話  番  号 農林）43－6210 
教育）43－6217 内線電話番号 農林）4132 

教育）5120 

 



記者発表資料            
    令和４年９月２７日（火）発表・提供 

件  名 矢板市小学生イングリッシュイベントの開催について 

(説明文) 
新たに開催する市教育委員会主催の小学生対象のイングリッシュイベントは、

矢板公民館を全館貸し切り、宝探し、買い物、海外旅行をテーマに活動します。

異学年のグループを作り All English で活動し、「遊びから学ぶ」英語学習を展

開し英語を楽しんでもらいます。 
矢板市立小中学校に勤務するＡＬＴが指導に当たり、コロナ対策や見守りとし

て、日本人スタッフとジュニアリーダーも参加しサポートしてくれます。 
 
１ 対象  矢板市在住小学生 
 
２ 日時・内容  Event １【宝探し】 １１月 ５日（土） 
          いくつかの体験ブースに入り、学年に応じた英語のクイズ

や、会話を行い、宝物を集めていく。         
Event ２【買い物をしよう】 １１月２６日（土） 

          店員に扮した ALT から、様々なジャンルの商品（野菜、果 
物、衣類、文房具など）購入する体験を行う。         

   Event ３【海外旅行をしよう】１２月１０日（土） 
    航空券とパスポートを使いながら、入国審査の体験をすると 

もに外国の遊びや文化を知る体験を行う。 
 
各日とも 午前９：３０～１１：３０（９：３０受付開始） 
 

３ 定員          ３０名（先着順） 
 
４ 場所           矢板公民館（全館貸し切り） 
 
５ 申し込み方法  二次元コード、URL から Web にアクセスして申し込むか、 

生涯学習館２階 教育総務課窓口でも、直接、申込可能。 
 
６ 参加費     無料 
 
７ 申込期間    令和４年１０月１日（土）９：００から 

令和４年１０月２０日（木）１７：００まで 
 

当 課 ・ 担 当 名  教育総務課 学校教育担当 

担  当  者  名 井上 冨美枝 

電  話  番  号 0287-43-6217 内線電話番号 5120 
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